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１．登
とう

下校
げこう

のきまりを守
まも

ろう 

・歩
ある

いて登
とう

下校
げこう

することを原則
げんそく

とする。 

・横断
おうだん

歩道
ほどう

を渡
わた

り、道路
どうろ

の右側
みぎがわ

を歩
ある

くなど、

交通
こうつう

ルールを守
まも

り、安全
あんぜん

に気
き

をつける。 

・決
き

められた通学
つうがく

路
ろ

を通
とお

り、店
みせ

や友
とも

だちの家
いえ

や

公園
こうえん

などへの寄
よ

り道
みち

をしない。 

・人
ひと

の家
いえ

の敷地
しきち

に入
はい

ったり、ものを勝手
かって

にさわ

ったりしない。 

・一度
いちど

学校
がっこう

に来
き

たら忘
わす

れ物
もの

を取
と

りに帰
かえ

らない。 

 

２．服装
ふくそう

や身
み

だしなみを整
ととの

えよう 

（１）学校
がっこう

での服装
ふくそう

 

・標 準 服
ひょうじゅんふく

を着
き

る。 

・名札
なふだ

を左
ひだり

胸
むね

につける。 

・黄色
きいろ

の安全
あんぜん

帽子
ぼうし

をかぶる。 

・夏季
か き

は白
しろ

の半
はん

そでポロシャツ、ブラウスを着
き

る。 

・シャツはズボンに入
い

れる。シャツがズボンか

ら出
で

る場合
ばあい

はベルト（黒
くろ

・紺
こん

の目立
め だ

たないも

の）をする。 

・冬季
とうき

は標 準 服
ひょうじゅんふく

の下
した

にセーター類
るい

を着
き

ても

よい。ただし、単色
たんしょく

で華美
か び

でないものにす

る。標 準 服
ひょうじゅんふく

のすそ・そでからはみ出
だ

さない

ようにする。 

・靴下
くつした

は白
しろ

・黒
くろ

・紺
こん

で、ワンポイント程度
ていど

のも

のにする。スニーカーソックスやニーハイソ

ックスなどは着用
ちゃくよう

しない。 

・学習
がくしゅう

にさしさわりのないように髪
かみ

をまとめ

る。（ヘアバンドやゴムは華美
か び

でないものに

する） 

（２）体育
たいいく

時
じ

の服装
ふくそう

 

・赤
あか

白
しろ

帽子
ぼうし

をかぶる。 

・白色
しろいろ

のトレーニングシャツを着
き

る。シャツ 

の前
まえ

に大
おお

きく姓
せい

を書
か

いた白
しろ

い布
ぬの

をつけ、学
がく

 

年
ねん

の色
いろ

の線
せん

を引
ひ

く。 

 

 

 

・黒
くろ

・紺
こん

のクォーターパンツを着用
ちゃくよう

する。 

・水泳
すいえい

の学習
がくしゅう

では、スクール水着
みずぎ

か、それに

準
じゅん

ずる水着
みずぎ

を着用
ちゃくよう

する。華美
か び

な色
いろ

や柄
がら

の

ものは着用
ちゃくよう

しない。 

（３）掃除
そうじ

の服装
ふくそう

 

・教室
きょうしつ

で上着
うわぎ

やスカートをぬぎ、クォーター

パンツで行う。 

 

３．あいさつをしよう 

・自分
じぶん

から進
すす

んで、あいさつをしよう。 

・サポート隊
たい

・図書
としょ

ボランティア・学校
がっこう

のお客
きゃく

様
さま

・先生方
せんせいがた

・友
とも

だちに、しっかりとあいさつ

をしよう。 

 

４．時刻
じこく

を守
まも

ろう 

・登校
とうこう

時刻
じこく

（７時
じ

４５分
ぷん

～８時
じ

１０分
ぷん

）を守
まも

る。 

・下校
げこう

時刻
じこく

を守
まも

る。 

・チャイムや音楽
おんがく

の合図
あいず

で教室
きょうしつ

に入
はい

って座
すわ

る。 

・休
やす

み時間
じかん

には次
つぎ

の授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

をする。 

 １０分
ぷん

休
やす

み…次
つぎ

の授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

、トイレ 

 長
なが

休
やす

み・昼休
ひるやす

み…次
つぎ

の授業
じゅぎょう

の準備
じゅんび

、トイレ、

遊
あそ

び 

 

５．ろうかや階段
かいだん

を正
ただ

しく歩
ある

こう 

・ろうかや階段
かいだん

は右側
みぎがわ

を歩
ある

く。 

・授 業 中
じゅぎょうちゅう

は教室
きょうしつ

の反対側
はんたいがわ

を静
しず

かに歩
ある

く。 

 

６． 校舎
こうしゃ

を大切
たいせつ

にしよう 

・協 力
きょうりょく

して静
しず

かに掃除
そうじ

をする。 

・用具
ようぐ

は大切
たいせつ

に使
つか

い、後片付
あとかたづ

けをする。 

・トイレや手洗
てあら

い場
ば

をきれいに使
つか

う。 

 



 

 

７．持
も

ち物
もの

について 

・持
も

ち物
もの

に必
かなら

ず名前
なまえ

を書
か

く。 

・ハンカチ、ティッシュを持
も

ってくる。 

・給 食
きゅうしょく

準備
じゅんび

や感染症
かんせんしょう

予防
よぼう

のためにのマス

クを持
も

ってくる。 

・学習
がくしゅう

に必要
ひつよう

のないものは持
も

ってこない。 

・シャープペンシルは持
も

ってこない。 

・ランドセルや筆箱
ふでばこ

などに、キーホルダーをつ

けない。 

・教科書
きょうかしょ

やノート、chromebook などの持
も

ち帰
かえ

りは先生
せんせい

の指示
し じ

を聞
き

いて、確実
かくじつ

に行
おこな

う。 

・授 業 中
じゅぎょうちゅう

は机
つくえ

の上
うえ

に水筒
すいとう

を置
お

かない。水筒
すいとう

をかけるときはヒモがたれ下
さ

がらないよう

にする。 

・お金
かね

は学校
がっこう

に持
も

ってこない。 

８．特別
とくべつ

教室
きょうしつ

などの使
つか

い方
かた

 

（１）体育館
たいいくかん

 

・ボールをかべにぶつけたり、けったりしない。 

・ステージの上
うえ

に上
あ

がらない。 

・用具庫
よ う ぐ こ

に勝手
かって

に入
はい

らない。 

・使用
しよう

割
わり

を守
まも

る。 

（２）運動場
うんどうじょう

 

・外
そと

履
ば

きを持
も

って、職員室
しょくいんしつ

横
よこ

の出入口
でいりぐち

から

運動場
うんどうじょう

に出入
ではい

りする。 

・危険
きけん

な遊
あそ

びをしない。 

（３）特別
とくべつ

教室
きょうしつ

・準備室
じゅんびしつ

 

・用事
ようじ

のない時
とき

は入
はい

らない。 

・走
はし

ったり遊
あそ

んだりしない。 

・用具
ようぐ

などに勝手
かって

にさわらない。 

（４）職員室
しょくいんしつ

 

・「失礼
しつれい

します」「失礼
しつれい

しました」と言
い

って、入
い

り口
ぐち

で用件
ようけん

を伝
つた

える。 

・ランドセル、帽子
ぼうし

、ジャンパー・コートなど

をきちんと置
お

いてから入
はい

る。 

・先生が打
う

ち合
あ

わせをしている時
とき

は入
はい

らない。 

 

（５）その他
た

 

・友
とも

だちの教室
きょうしつ

には勝手
かって

に入
はい

らない。 

・屋上
おくじょう

には行
い

かない。 

・教材室
きょうざいしつ

、和室
わしつ

、倉庫
そうこ

には入
はい

らない。 

・中庭
なかにわ

へは授業
じゅぎょう

の時
とき

以外
いがい

は出入
ではい

りしない。 

・ウッドデッキに出入
ではい

りしない。 

・職員
しょくいん

の駐
ちゅう

車場
しゃじょう

へは行
い

かない。 

 

９．家
いえ

に帰
かえ

ってから守
まも

ってほしいこと 

・遊
あそ

ぶ時
とき

は必
かなら

ず一度家
いちどいえ

に帰
かえ

ること。行
い

き先
さき

・

遊
あそ

ぶ人
ひと

の名前
なまえ

・遊
あそ

ぶ場所
ばしょ

・帰宅
きたく

時間
じかん

を家
いえ

の人
ひと

に伝
つた

えてから遊
あそ

びに行
い

く。 

・火
ひ

遊
あそ

びや刃物
はもの

・モデルガンなどを使
つか

った危険
きけん

な遊
あそ

びを絶対
ぜったい

にしない。 

・子
こ

どもだけで校区外
こうくがい

やお店
みせ

に行
い

かない。 

・ヘルメットを着用
ちゃくよう

する。交通
こうつう

ルールを守
まも

り、

危険
きけん

な乗
の

り方
かた

（手放
てばな

し・立
た

ち乗
の

り・二人
ふたり

乗
の

り・

飛
と

び出
だ

し・下
くだ

り坂
さか

でスピードを出
だ

すなど）を

しない。 

・低学年
ていがくねん

は３年生
ねんせい

の自転車
じてんしゃ

教室
きょうしつ

があるまで

は、保護者
ほ ご し ゃ

の監督
かんとく

のもとで乗
の

る。 

・事故
じ こ

にあった場合
ばあい

は、必
かなら

ず担任
たんにん

の先生
せんせい

か

学校
がっこう

に連絡
れんらく

をする。 

・知
し

らない人
ひと

から声
こえ

をかけられても、ついて行
い

かない。速
すみ

やかにその場
ば

から離
はな

れ、子
こ

ども１

１０番
ばん

の家
いえ

や警察
けいさつ

、家
いえ

の人
ひと

、学校
がっこう

に伝
つた

える。 

・塾
じゅく

や習
なら

い事
ごと

は、一度家
いちどいえ

に帰
かえ

ってから行
い

くよ

うにする。 

・家
いえ

の人
ひと

と決
き

めたルールを守
まも

る。家
いえ

の人
ひと

と

約束
やくそく

した時間
じかん

（夏季
か き

は夕方
ゆうがた

１８時
じ

ごろ、冬季
とうき

は夕方
ゆうがた

１７時
じ

ごろ）までに家
いえ

に帰
かえ

る。 

・学校
がっこう

に用事
ようじ

がある場合
ばあい

は平日
へいじつ

の１７時
じ

まで

に来
く

る。１７時
じ

以降
いこう

や、土日
どにち

には絶対
ぜったい

に忘
わす

れ

物
もの

を取
と

りに来
こ

ない。 


